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本コーナーでは、仙台商工会議所
をより多くの方にご利用いただく
ため、当所の事業活動をご紹介し
ていきます。

第１6回

仙
台
商
工
会
議
所
で
は
、
よ
り
よ
い
経
営
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

　
　
　
　
　会
員
企
業
・
地
元
商
工
業
者
の
声
を
集
約
し
、
広
く
社
会
へ
発
信
し
て
い
ま
す

　
世
界
初
の
商
工
会
議
所
（
当
時
は
商
業

会
議
所
）
は
、
１
５
９
９
年
、
フ
ラ
ン
ス
の

マ
ル
セ
イ
ユ
に
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
、
貿

易
拠
点
と
し
て
栄
え
て
い
た
マ
ル
セ
イ
ユ
で

は
利
害
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
問
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
商
人
と
市
議
会
と

が
話
し
合
う
場
と
し
て
商
工
会
議
所
が
設

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
１
８
７
８
年
（
明
治

11
年
）
に
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸
の
３
カ

所
に
設
立
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
時
の

政
府
は
、
幕
末
に
諸
外
国
と
結
ん
だ
不
平

等
条
約
の
撤
廃
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
当
時
の
日
本
に
は
国
会
が
な
く
、
当

然
、
世
論
を
ま
と
め
る
仕
組
み
も
無
か
っ
た

た
め
、
条
約
撤
廃
の
議
論
は
劣
勢
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る

た
め
、民
意
（
商
工
業
者
の
声
）
を
集
約
し
、

世
論
と
し
て
列
国
に
訴
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
商
工
会
議
所
（
当

時
は
商
法
会
議
所
）
な
の
で
す
。

　
仙
台
商
工
会
議
所
で
は
、
企
業
活
力
や

地
域
力
向
上
を
目
的
に
、
会
員
企
業
の
皆

さ
ん
の
声
を
国
や
宮
城
県
、
仙
台
市
ほ
か

関
係
機
関
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
観
光
振
興
の
観
点
で
話
題
に

接
的
な
支
援
を
目
的
と
し
た
意
見
活
動
も

数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
発
災
直
後
の

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
へ
の
対
応
に
関

す
る
緊
急
要
望
（
平
成
23
年
３
月
23
日
）」

を
皮
切
り
に
、
震
災
復
興
を
中
心
に
据
え

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
域
的
な
視

点
で
継
続
的
に
地
域
の
声
を
発
信
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
も
の
を
全
て
合
わ
せ
る
と
、

平
均
し
て
月
１
本
以
上
は
提
言
・
要
望
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
提
言
・
要
望
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題
解
決

を
図
る一方
で
、
商
工
会
議
所
は
、
全
国
５

１
５
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
各
種

事
業
や
企
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
（
平
成

28
年
度
か
ら
埼
玉
県
の
越
谷
市
商
工
会
が

越
谷
商
工
会
議
所
に
な
り
、
５
１
５
と
な
り

ま
し
た
）。

　
被
災
事
業
所
の
復
旧
を
先
導
し
て
き
た

「
遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
平
成
27
年
12
月
で一時
休
止
）」
は
、

震
災
直
後
に
全
国
の
商
工
会
議
所
か
ら
日

本
商
工
会
議
所
を
通
し
て
仙
台
に
派
遣
さ
れ

た
、
応
援
職
員
の
被
災
事
業
所
訪
問
が
発

端
と
な
っ
て
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
本
事

業
は
、
全
国
か
ら
５
０
０
０
を
超
え
る
提
供

可
能
機
械
の
登
録
が
あ
り
、
３
０
０
０
件
以

上
の
マッ
チ
ン
グ
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

な
る
こ
と
の
多
い
仙
台
城
の
復
元
に
つ
い

て
、
文
化
庁
に
よ
る
「
史
跡
等
に
お
け
る

歴
史
的
建
造
物
復
元
に
関
す
る
基
準
」
が

障
壁
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
緩
和
を
求
め
て
い
ま
す
。
仙
台
市
に
東

北
の
広
域
連
携
強
化
に
向
け
た
組
織
の
設

置
を
求
め
て
き
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
本
年

４
月
に
文
化
観
光
局
東
北
連
携
推
進
室
が

新
設
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
も
生
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
各
種
制
度
改
正
や
地
域
活
性

化
に
関
す
る
要
望
は
商
工
会
議
所
の
重
要

な
役
割
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
た
仙
台
商
工
会
議
所
で
は
、
宮
城
県

商
工
会
議
所
連
合
会
や
東
北
六
県
商
工
会

議
所
連
合
会
を
は
じ
め
、
空
港
・
港
・
道

路
な
ど
の
利
活
用
や
整
備
促
進
を
図
る
外

郭
団
体
の
事
務
局
を
預
か
っ
て
い
ま
す
の

で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
地
元
企
業
の
間

　
ま
た
、
当
所
の
鎌
田
会
頭
は
、
日
本
商

工
会
議
所
の
副
会
頭
も
務
め
、
東
北
六
県

商
工
会
議
所
連
合
会
の
会
長
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
役
員

が
集
ま
る
会
議
の
場
で
発
言
す
る
機
会
も

多
く
あ
り
ま
す
。
震
災
直
後
の
日
本
商
工

会
議
所
の
会
議
で
は
、
そ
の
年
の
仙
台
七

夕
ま
つ
り
の
開
催
を
明
言
し
、
全
国
に
広

が
っ
て
い
た
過
度
な
自
粛
ム
ー
ド
の
払
拭
を

呼
び
か
け
ま
し
た
（
平
成
23
年
４
月
21
日
）。

　
こ
う
し
て
仙
台
商
工
会
議
所
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
を
通
じ
て
全
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
仙
台
商
工
会
議
所
は
、
今
後
も
、
地
域

商
工
業
者
の
声
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
な
が
ら 

、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
会
員

企
業
の
声
を
広
く
社
会
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

商
工
会
議
所
の
提
言
・
要
望
は

ど
の
よ
う
な
内
容
？

商
工
会
議
所
設
立
の
目
的
は

商
工
業
者
の
声
を
集
約
す
る
こ
と

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

課
題
解
決
を
図
る
の
が
商
工
会
議
所

東北六県商工会議所連合会会長の立場で、太田昭宏国土
交通大臣（当時）に要望書を手渡す鎌田会頭（27.7.16）。

日本商工会議所会員総会で震災復興に関する継続的な
支援を訴える鎌田会頭（26.3.20）。


